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推
進
協
は
2
0
2
2
年
度
の
研
修
計

画
案
を
作
成
し
た
。
3
月
24
日
の
理
事

会
で
承
認
を
受
け
る
予
定
。

13
年
度
か
ら
開
始
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
研
修
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理

者
研
修
が
6
回
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
は
32
回
、
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。
昨
年
ま
で
ユ
ニ

ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
座
学
研
修
2
日

間
で
実
施
し
て
い
た
が
、
22
年
度
か
ら

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
同
様

に
、
E
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
、
座
学

研
修
の
時
間
短
縮
を
図
る
。

ま
た
、
15
年
度
か
ら
開
始
し
た
認
知

症
介
護
実
践
者
研
修
（
横
浜
市
指
定
）

は
こ
れ
ま
で
同
様
、
2
回
開
催
す
る
。

今
年
度
か
ら
開
始
し
た

安
全
対
策
体
制
加
算
対

応
研
修
お
よ
び
介
護
施

設
義
務
化
研
修
は
6
回
、
A
D
L
維
持

等
加
算
対
応
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

研
修
は
12
回
、
介
護
福
祉
士
実
習
指
導

者
講
習
会
お
よ
び
実
務
者
研
修
教
員
講

習
会
は
5
回
、
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
す
る
。

さ
ら
に
、
新
規
に
医
療
的
ケ
ア
教
員

講
習
会
を
開
始
す
る
。
医
療
的
ケ
ア
教

員
講
習
会
は
実
務
者
研
修
の
医
療
的
ケ

ア
（
喀
痰
吸
引
研
修
等
）
の
講
師
ス
キ

ル
を
修
得
で
き
る
研
修
で
、
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
開
催
す
る
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会

場
は
、
4
月
は
神
奈
川
県
、
5
月
は
岐

阜
県
の
会
員
施
設
で
開
催
す
る
。
7
月

以
降
も
大
阪
、
福
岡
な
ど
全
国
の
会
員

施
設
で
開
催
す
る
予
定
。

2222
年
度
研
修
計
画

年
度
研
修
計
画
　　
決
ま
る

決
ま
る

ユ
ニ
ッ
ト
議
連
に
提
出
す
る
緊
急
要

望
書
は
、
年
末
に
実
施
し
た
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
待
機

者
の
減
少
を
踏
ま
え
た
入
所
要
件
の
要

介
護
度
3
以
上
の
緩
和
、
生
産
性
向
上

の
視
点
か
ら
介
護
人
員
削
減
へ
の
懸

念
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
に
関
す
る
厚

労
省
の
方
向
性
な
ど
を
内
容
と
す
る
考

え
だ
。

年
末
、
日
経
新
聞
が
「
1
人
で
4
人

介
護
可
能
に　
政
府
、
生
産
性
向
上
へ

規
制
緩
和
検
討
」
と
報
じ
て
以
来
、
介

護
現
場
で
は
介
護
人
員
削
減
へ
の
危
機

感
が
強
ま
っ
て
い
る
。
会
議
の
冒
頭
、

赤
枝
会
長
は
「
要
望
の
多
さ
は
危
機
の

裏
返
し
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
待
機
者
が

消
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
多
く
の

施
設
が
先
行
き
困
難
と
な
る
。
ま
た
、

生
産
性
向
上
の
名
の
下
、
配
置
基
準
の

見
直
し
議
論
も
あ
り
、
こ
れ
は
将
来
の

介
護
報
酬
削
減
、
ひ
い
て
は
経
営
困
難

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
特
養
で
は
4

対
1
介
護
は
絶
対
に
無
理
。
今
、
ユ
ニ

ッ
ト
型
施
設
は
再
度
受
難
の
時
を
迎
え

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
こ
そ
非
会
員

に
も
呼
び
か
け
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

こ
の
状
況
を
打
開
し
た
い
」と
訴
え
た
。

力
を
合
わ
せ
て
状
況
打
開
を

2
on
１
を

厚
生
労
働
省
実
証
事
業
に
提
案

要
望
の
内
容
に
つ
い
て
、
赤
枝
会
長

は
調
整
中
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
入
所

要
件
の
緩
和
を
メ
イ
ン
に
据
え
た
い
。

ま
た
、
厚
労
省
は
生
産
性
向
上
の
下
、

15
人
ユ
ニ
ッ
ト
を
押
し
進
め
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
10
人
ユ
ニ
ッ
ト

は
お
い
て
行
か
れ
る
。
私
た
ち
も
努
力

が
必
要
」
と
し
、「
2
ユ
ニ
ッ
ト
一
体
運

用
（
2
on
１
）
に
よ
る
生
産
性
と
ケ
ア

の
質
同
時
向
上
策
を
厚
労
省
が
来
年
度

予
定
し
て
い
る
実
証
事
業
に
提
案
し
た

い
」
と
話
し
た
。

推
進
協
は
生
産
性
向
上
の
視
点
か

ら
、
一
日
の
半
分
以
上
が
2
ユ
ニ
ッ
ト

一
体
運
用
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
む
し
ろ
こ
れ
を
人
材
確
保
と
質
向

上
の
好
循
環
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用

す
べ
き
と
し
て
お
り
、
15
人
ユ
ニ
ッ
ト

の
創
設
に
よ
り
取
り
残
さ
れ
た
感
の
あ

る
10
人
ユ
ニ
ッ
ト
に
新
た
な
展
望
を
開

き
た
い
考
え
。
月
内
に
は
実
地
研
修
施

設
に
対
し
、
厚
労
省
実
証
事
業
の
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
の
協
力
を
求
め
る
会
議

を
開
く
予
定
。

ユ
ニ
ッ
ト
議
連
の
総
会
は
3
月
25
日
に

都
内
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

特養入所要件の見直し（要介護度３以上を１以上に変更）
ユニット型施設整備方針の明確化と支援策の拡充
基本報酬の引き上げと報酬体系の簡素化（処遇改善加算の統廃合含む）

主な要望項目（調整中）

推進協がイメージする人材確保と質向上の好循環

2ユニット一体
運用による余裕
人員の発生

余裕人員を
OJT担当者として配置

（※も検討）

※個々の利用者
ごとに最も好ま
れる介護技法を
職員間で標準化

更に深いアセスメント
により入居者と職員間
の信頼性向上

ケアの質向上
ご家族の評価向上
職員の自信向上

職員の定着率向上
OJTの強化

3月9日、一般社団法人全国個室ユニット型施設推進協議会（推進協、赤枝眞紀子会長）は
執行委員会を開催し、昨今のユニット型施設を取り巻く情勢を踏まえ、次回個室ユニットケア
推進議員連盟（ユニット議連）の総会に緊急要望書を提出することを決定した。

ユニット型施設、再び受難の時代突入かユニット型施設、再び受難の時代突入か
ユニット議連に緊急要望書提出へユニット議連に緊急要望書提出へ執行委員会

開催月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開催
回数

ユニットケア施設管理者研修 ② ② ② 6

ユニットリーダー研修
（座学のみ） ② ② ③ ③ ② ③ ④ ② ③ ② ④ ② 32

認知症介護実践者研修
（横浜市指定） ① ① 2

安全対策体制加算対応研修 ① ① ① ① ① ① 6

介護施設義務化研修 ① ① ① ① ① ① 6

ADL維持等加算対応
バーセルインデックス研修 ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① 12

介護福祉士実習指導者講習会 ① ① ① ① ① 5

実務者研修教員講習会 ① ① ① ① ① 5

医療的ケア教員講習会
（集合研修で開催）

①
神奈川

②
岐阜

①
福岡

※

①
大阪

※

①
宮城

※

①
神奈川

※

①
愛知

※
8

推進協の研修　年間計画

表内の丸付き数字は開催回数。丸付き数字の下は開催県。※は予定。

個室ユニット型施設個室ユニット型施設

推進協推進協ニュースニュース
月号

2022年
（令和４年）

NO.
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持
続
的
な
介
護
制
度
に
向
け　
生
産
性
向
上
を
議
論

■
大
注
目
の
実
証
事
業

生
産
性
向
上
を
目
的
と
す
る
規
制
改

革
推
進
会
議
の
議
論
は
、
今
後
は
厚
労

省
が
用
意
し
た
実
証
事
業
に
舞
台
を
移

す
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
実
証

事
業
で
の
検
証
と
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築

を
行
い
、
何
を
ど
こ
ま
で
効
率
化
す
る

こ
と
が
可
能
か
を
検
討
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。
2
月
7
日
、
同
会
議
に
厚
労
省

が
示
し
た
資
料
に
は
「
介
護
給
付
費
分

科
会
に
お
い
て
速
や
か
な
議
論
が
行
え

る
よ
う
、
令
和
４
年
度
前
半
以
降
、
随

時
、
実
証
事
業
の
進
捗
等
を
同
分
科
会

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度

第
４
四
半
期
頃
か
ら
令
和
５
年
度
に
お

い
て
、収
集
し
た
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、

介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
等
に
係
る
人

員
基
準
の
方
向
性
及
び
関
連
す
る
報
酬

の
取
り
扱
い
等
を
具
体
的
に
議
論
し
て

い
く
」
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
次
期
報
酬
改
定

に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
う

し
た
実
証
事
業
は
、
令
和
３
年
度
報
酬

改
定
で
導
入
さ
れ
た
I
T
機
器
導
入
と

セ
ッ
ト
で
の
夜
間
介
護
人
員
の
削
減
に

関
し
、
介
護
給
付
費
分
科
会
で
そ
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
、
後
先
と
な
っ
て
い

る
が
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
は
来
年
度
、
こ
れ
を
先
に
持
っ

て
く
る
。
介
護
給
付
費
分
科
会
の
議
論

に
繋
が
る
だ
け
に
実
証
事
業
の
動
向
に

は
大
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■�

求
め
ら
れ
る
10
人
ユ
ニ
ッ
ト
の
新
た

な
方
向
性

ま
た
、
こ
の
実
証
事
業
に
は
介
護
事

業
者
等
か
ら
の
提
案
手
法
と
い
う
枠
が

設
け
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
し
た
い
。

「
生
産
性
向
上
の
取
組
に
意
欲
的
な
介

護
事
業
者
等
か
ら
、
取
り
組
み
の
目
標

や
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
等
に
関
す

る
提
案
を
受
け
付
け
、
提
案
を
踏
ま
え

た
実
証
を
実
施
」
と
あ
る
。
今
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
で
厚
労
省
は
15
人
ユ
ニ

ッ
ト
を
導
入
し
た
た
め
、
結
果
的
に
10

人
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
改
革
か
ら
の
取
り
残

さ
れ
感
が
生
じ
た
。
効
率
化
を
見
据
え

て
の
こ
と
だ
と
は
思
わ
れ
る
が
、
導
入

検
討
の
な
か
で
10
人
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
職

員
は
休
暇
が
取
り
に
く
い
、
O
J
T
が

や
り
に
く
い
と
い
っ
た
弱
点
も
改
め
て

指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
人
員
増
で

こ
の
問
題
を
補
っ
て
き
た
が
社
会
経
済

情
勢
を
考
え
る
と
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま

な
い
の
は
明
ら
か
。
こ
の
実
証
事
業
の

枠
組
み
を
使
っ
て
推
進
協
と
し
て
の
生

産
性
向
上
策
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
進

む
べ
き
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
す
時

期
が
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま

ず
は
実
証
事
業
の
具
体
的
な
提
案
を
4

月
頃
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
鍵
と
な
る
。�

（
事
務
長　
懸
上
）

規
制
改
革
推
進
会
議
は
、２
月
７
日
、

持
続
的
な
介
護
制
度
の
実
現
を
目
的
と

し
て
生
産
性
向
上
に
向
け
た
議
論
を
開

始
し
た
。
ⓐ
介
護
職
員
不
足
へ
の
対
応

ⓑ
先
進
的
な
特
定
施
設
（
有
料
老
人
ホ

ー
ム
）
に
対
す
る
人
員
配
置
基
準
の
特

例
的
な
柔
軟
化
ⓒ
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
お
け
る

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
I
C
T
機
器
導
入

時
の
夜
間
人
員
配
置
基
準
の
柔
軟
化
に

つ
い
て
、
集
中
的
に
議
論
を
行
い
、
６

月
ま
で
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
。

介
護
施
設
の
職
員
配
置
に
つ
い
て

は
、
特
定
施
設
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

に
対
す
る
人
員
配
置
基
準
の
特
例
的
な

柔
軟
化
の
中
で
、
４
対
1
と
す
る
議
論

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
特

定
施
設
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
令
和
２
年
の
介
護
報
酬
改
定
に
関

す
る
分
科
会
議
論
に
お
い
て
特
定
施
設

と
並
ん
で
特
養
で
の
効
率
化
の
事
例
が

提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ず

れ
特
養
へ
の
波
及
を
懸
念
す
る
特
養
事

業
者
は
多
い
。

内
閣
府
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ
ル
ル

ー
ル
に
つ
い
て
議
論
を
以
下
の
と
お
り

提
起
し
た
。「
介
護
事
業
者
の
負
担
、

ひ
い
て
は
、
国
民
負
担
の
増
大
を
勘
案

し
て
も
、
自
治
体
毎
に
異
な
る
こ
と
が

妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地

が
あ
る
。ま
た
、そ
れ
が
事
業
者
の
負
担

増
を
招
い
て
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
、

ま
た
は
国
で
統
一
ル
ー
ル
を
制
定
す
る

こ
と
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
を
厚
生

労
働
省
に
お
い
て
自
治
体
の
意
見
も
踏

ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
」。
更
に
、
明
文
化
さ
れ

て
い
な
い
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
も
あ
る
と

し
、
規
制
改
革
の
視
点
か
ら
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
の
見
直
し
を
求
め
る
構
え
だ
。

【
埼
玉
】特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

つ
き
が
わ

（
福
）太
陽
の
会

理
事
長　
中
村
典
雄

施
設
長　
山
口
淳
江

�

秩
父
郡
東
秩
父
村
坂
本
１
３
０
８
-8

【
会
員
施
設
数
】3
9
9
施
設

�

（
令
和
4
年
3
月
10
日
現
在
）

入
会
施
設
の
ご
紹
介

記
事

解
説
生
産
性
向
上
と

次
期
報
酬
改
定
を
展
望

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
を
提
言

政
府
・
規
制
改
革
推
進
会
議

事
務
局
か
ら

推
進
協
は
今
年
７
月
に
予
定
さ
れ
る
参
院
議
員
選
挙
の
比
例
区
で
自
民
党
の
現
職

で
あ
る
自
見
は
な
こ
氏（
46
）と
、同
前
職
の
木
村
義
雄
氏（
73
）の
推
薦
を
決
定
し
た
。

自
見
氏
、
医
師
の
経
験
を
活
か
し
活
動

自
見
氏
は
長
崎

県
生
ま
れ
で
、
医

師
。
２
０
１
６
年

の
参
院
選
比
例
区

で
初
当
選
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
厚
生
労
働
政
務
官
を
１
期

務
め
て
い
る
。

政
策
で
は
医
療
、
福
祉
分
野
に
力
点

を
置
く
。「
誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
・
介
護
・
福
祉
が
受
け
ら
れ
る
社

会
」「
地
域
に
密
着
し
た
保
険
・
医

木
村
氏
、
社
会
保
障
分
野
の
重
鎮

木
村
氏
は
衆
院

議
員
７
期
、
参
院

議
員
１
期
を
務
め

た
ベ
テ
ラ
ン
。
厚

生
労
働
副
大
臣
も

経
験
し
、
社
会
保
障
に
約
30
年
も
関
わ

っ
て
き
た
。
２
０
１
９
年
７
月
の
参
院

選
比
例
区
で
落
選
し
、
雪
辱
を
期
す
。

政
治
活
動
で
の
指
針
と
し
て
７
カ
条

を
明
示
す
る
。
①
寄
り
添
い
ま
す
②
拾

い
上
げ
ま
す
③
言
う
べ
き
こ
と
を
言
い

参
院
選
に
自
見
氏
、木
村
氏
を
推
薦

自
見
氏
は
再
選
、
木
村
氏
は
復
活
へ

療
・
介
護
提
供
体
制
を
つ
く
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
」「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
、
女
性
の
力
が
さ

ら
に
発
揮
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
」
こ

と
を
訴
え
る
。
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

や
す
い
国
に
す
る
た
め
に
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
創
設
に
も
取
り
組
ん
だ
。

小
児
科
医
と
し
て
第
一
線
で
治
療
に

あ
た
っ
て
き
た
だ
け
に
、「
そ
の
経
験

を
活
か
し
、
誰
も
が
心
も
身
体
も
健
や

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

ま
す
④
戦
い
ま
す
⑤
壁
を
乗
り
越
え
ま

す
⑥
守
り
ま
す
⑦
楽
し
み
ま
す
。

①
は
辛
い
時
、
苦
し
い
時
に
当
事
者

の
話
を
聞
き
、
改
善
の
方
向
へ
付
き
添

う
。
②
は
小
さ
い
声
や
届
か
な
い
声
を

拾
い
上
げ
、
日
本
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
に
繋
げ
る
。
⑥
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
行
き
届
い
た
政
治
を
目
指
す
。

⑦
は
仕
事
を
全
力
で
楽
し
ん
で
取
り
組

む
。「
医
療
、
行
政
、
介
護
、
人
材
不

足
改
善
と
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と

が
使
命
だ
」
と
意
気
込
む
。

推
進
協
は
2
月
16
日
に
2
0
2
1
年

度
第
2
回
実
地
研
修
施
設
選
定
委
員
会

を
会
場
参
加（
A
P
品
川
ア
ネ
ッ
ク
ス
）

と
W
e
b
会
議
方
式
（
Z
o
o
m
）
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
、
以
下

の
3
施
設
の
合
格
を
承
認
し
た
。

①�

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
明
尽
苑
（
千
葉
県
）

②�

介
護
老
人
保
健
施
設
仙
寿
な
ご
み

野
（
岐
阜
県
）

③�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
パ

ラ
ン
い
ま
り
（
佐
賀
県
）

来
年
度
か
ら
再
開
が
予
定
さ
れ
て
い

る
実
地
研
修
は
、
こ
れ
に
よ
り
全
国
36

カ
所
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

出
席
者
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授

の
杉
原
素
子
実
地
研
修
施
設
選
定
委
員

長
、
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
の

児
玉
桂
子
委
員
、
メ
イ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ

ー
理
事・事
務
局
長
の
鳥
海
房
枝
委
員
、

日
本
看
護
協
会
の
堀
川
尚
子
委
員
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
厚
労
省
高
齢
者
支

援
課
の
佐
々
木
彩
主
査
、
選
定
調
査
を

行
っ
た
樹
陽
会
の
上
田
か
な
理
事
長
、

赤
枝
眞
紀
子
会
長
ほ
か
事
務
局
4
名
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

今
回
、
選
定
調
査
員
と
し
て
調
査
を

行
っ
た
上
田
理
事
長
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
は
個
別
ケ
ア
を
大
事
に
し
て
い
る
の

で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
て
い
て
も

具
体
的
な
展
開
が
弱
い
と
感
じ
た
箇
所

は
、
今
後
の
期
待
も
込
め
て
満
点
の
2

点
で
は
な
く
中
間
点
の
1
点
を
つ
け
て

い
る
。
先
方
の
施
設
に
は
1
点
を
2
点

に
す
る
た
め
の
留
意
点
を
伝
え
る
よ
う

実
地
研
修
施
設３施

設
が
合
格

に
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
委
員
か
ら
は
「
委
員

や
関
係
者
が
選
定
調
査
に
同
行
で
き
る

機
会
が
あ
る
と
良
い
」「
調
査
を
受
け

た
施
設
に
は
合
否
を
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
調
査
項
目
の
領
域
別
の
評
価
も
調

査
時
に
口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
な
く
示

す
方
が
良
い
」「
講
評
要
領
を
作
成
す

る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意

見
が
あ
が
っ
た
。
推
進
協
は
次
回
の
会

議
に
講
評
要
領
な
ど
の
案
を
示
す
予
定
。

【
報
告
事
項
】（
21
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
受
講
状
況
に
つ
い
て
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

（
6
回
開
催
）　
受
講
者
85
名

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
27
回
開

催
）　
受
講
者
1
1
8
7
名

※
い
ず
れ
も
W
e
b
会
議
方
式（
Z
o
o
m
）

で
開
催
。受
講
者
数
は
２
月
９
日
時
点
。

先
日
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
担
当
者

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

で
、
今
年
4
月
か
ら

官
民
の
個
人
情
報
保

護
法
が
一
元
化
す
る

と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
（
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
は

2
0
2
3
年
施
行
予
定
）。
漏
え
い
時

の
報
告
の
義
務
化
や
個
人
情
報
の
不
適

正
な
利
用
の
禁
止
義
務
の
明
文
化
な
ど

民
間
事
業
者
の
責
務
が
追
加
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
推
進
協
が
実
施
す
る
研
修
も

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
受
講
者
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
引
き

締
め
て
新
年
度
の
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
山
）

個人情報

取り扱い
注意

厚
労
省
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

に
よ
る
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
に
、
い
わ
ゆ
る
介
護

助
手
の
活
用
や
、
介
護
事
業
者
等
か
ら

提
案
の
あ
っ
た
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
意
欲
あ
る
介

護
事
業
者
と
積
極
的
に
協
力
し
な
が
ら

実
証
事
業
を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
速
や
か
に
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
実
証
事
業
を
担
う
委

託
事
業
者
を
３
月
中
に
決
定
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
場
に
は
日
本
介
護
福
祉
士
会
及

び
全
国
老
施
協
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
事

業
者
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
表
明
し
た
。
介
護
福
祉
士
会

は
、
I
C
T
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活

用
が
十
分
に
広
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
な
か
で
、
こ
の
議
論
は
時
期
尚
早

で
、
I
C
T
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活

用
が
人
員
配
置
を
緩
和
し
た
体
制
で
も

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ

な
い
の
か
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
た
。
全
国
老
施
協
は
現
在
３

対
１
と
定
め
ら
れ
て
い
る
人
員
配
置
基

準
に
関
し
、
現
状
で
は
、
平
均
2
・
12

対
１（
従
来
型
特
養
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
利
用
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
ケ
ア

の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
最
低
限
必
要

な
水
準
で
あ
り
、
３
対
１
や
そ
れ
を
超

え
る
水
準
の
実
現
は
相
当
困
難
な
レ
ベ

ル
で
あ
る
と
し
た
。

厚
労
省
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